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平成 23 年度 日本臨床検査医学会 

臨時社員総会だより 

日 時：平成 23 年 11 月 17 日(木)17:00～18:00 

場 所：岡山コンベンションセンター2F 

レセプションホール(第 5会場) 

 

開会に先立ち，評議員の近藤信一先生(享年 59 歳 : 

2010 年)，小島英明先生(享年 56 歳 2011/4/16)，功

労会員の伊藤機一先生(享年 69 歳 : 2011/8/20)の

逝去を悼み黙祷がなされ，続いて宮澤幸久理事長よ

り挨拶があり，定款に基づき宮澤理事長が議長とな

って議事を進行した。 

委任状が 102 通で出席者(約 126 名)と合わせ社員

(評議員)数(256 名)の 2 分の 1 以上(128 名以上)の

出席を満たしており，この会は成立することが告げ

られた。 

 

【報告事項】 

1．各種委員会活動報告 

A．学術推進化委員会 

平成 21・22 年度学術推進プロジェクト研究 6 課題

に対し 2 年目の研究助成金を支給し，第 58 回学術

集会で最終報告を行う。 

B．編集委員会 

本年 1 月から新査読システム(1 投稿論文に対して 1

人の編集委員(主任査読委員)と 2 人の査読委員が担

当する)を開始した。 

平成 22 年度の臨床病理誌に掲載された論文につい

て，平成 23 年度学術賞優秀論文賞候補論文の選定

を行い，候補 3 論文(候補者)を学会賞委員会に結果

報告をした。 

C．教育委員会 

臨床検査専門医卒後研修評価表，臨床検査専門医卒

後研修登録票を作成した。 

今後，指導医ガイドラインを作成予定。 

D．臨床検査点数委員会 

平成 24 年度診療報酬改定提案内容について，日本

臨床検査専門医会保険点数委員会と合同で検討を行

い，平成 24 年度医療技術の評価・再評価に係る提

案書を提出した。 

医療ニーズの高い医療機器等の早期導入要望に関す

る意見募集の検討，臨床検査振興協議会医療政策委

員会，内保連臨床検査関連委員会の生体検査コスト

調査，特定内科診療の新設等について活動協力した。 

1．平成 24 年度診療報酬改定提案について 

「日本臨床検査医学会からの提案」 

1．ティルト試験(未収載項目) 

2．プロテイン S 活性測定(未収載項目) 

3．微生物学的検査(既収載項目) 

4．生理検査に係る乳幼児加算(既収載項目) 

5．生化学的検査(Ⅰ)又は(Ⅱ)に係る多項目包括

規定の見直し(既収載項目) 

6．心電図，呼吸機能検査，超音波検査に係る夜

間休日加算(既収載項目) 

7．結核菌特異蛋白刺激性遊離インターフェロン

γ測定(既収載項目) 

8．スパイログラフィー等検査，肺拡散能力検査

(既収載項目) 

9．トレッドミルによる心肺機能検査，サイクル

エルゴメーターによる心肺機能検査(既収載項

目) 

10．終夜睡眠ポリグラフィ―(既収載項目) 

11．削除項目の提案(既収載項目) 

12．グリコアルブミン(既収載項目) 

「日本臨床検査専門医会からの提案書」 

1．生理機能検査管理加算(未収載項目) 

2．血液採取(既収載項目) 

3．末梢血液像(既収載項目) 

4．尿沈渣顕微鏡検査およびフローサイトメトリ

ー法による尿中有形成分測定(既収載項目) 

5．染色体検査(既収載項目) 

6．悪性腫瘍遺伝子検査(既収載項目) 

7．時間外緊急院内検査管理加算(既収載項目) 

8．血液細胞核酸増幅同検査(既収載項目) 

9．免疫関連遺伝子再構成(既収載項目) 

10. UDP グルクロン酸転移酵素遺伝子多型 

(既収載項目) 

11. WT1mRNA 核酸増幅検査(既収載項目) 

12. CK19mRNA(既収載項目) 

E．学会賞委員会 

平成 23 年度学会賞の選考，規程の一部改定を行っ

た。 

F．標準化委員会 

臨床検査値学生用共通基準範囲を設定し，臨床病理

誌 58 巻 11 号とホームページに掲載した。 
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基準範囲共用化合同 WG を発足し，学会連絡担当委

員の選任をし，日本全国で共用可能な実証的エビデ

ンスに基づいた基準範囲と実用的に許容可能な臨床

検査値基準範囲の策定を行い，各種機関団体に提案

することを目的とし活動している。 

G．精度管理委員会 

2011 年 CAP サーベイ募集，申込を受け，サーベイ試

料の発送，集計を行い，2012 年度 CAP サーベイの募

集を開始した。サーベイ参加施設の増加を目指して，

当会学術集会，臨床検査自動化学会，IVD グローバ

ルニュースで広報活動を行い，ISO15189 取得施設へ

の啓発活動を実施している。 

H．EBLM 委員会 

第 58 回学術集会で行うシンポジウムと EBLM セミナ

ーの検討をした。 

I．倫理委員会 

平成 22 年 3 月に公表した「臨床検査を終了した検

体の業務，教育，研究のための使用について」見解

の改訂発表後，意見交換を行った。問題は寄せられ

ておらず，今後問題が生じた場合に Q&A などで対応

する。 

医学研究の COI マネージメントに関するガイドライ

ン(案)について，日本臨床検査医学会として倫理委

員会からは，独立した形で CO I 委員会を設置する予

定であるが，今後違反者への措置対応などについて

は，倫理委員会が COI の問題に関わって行く予定。 

J．ガイドライン作成委員会 

臨床検査のガイドライン JSLM2009 の内容について

の反省と今後の方向性を検討した。今後は，3 年に

1 度発刊する予定。 

K．遺伝子委員会 

平成 22 年 12 月 16 日に厚労省記者クラブで「ゲノ

ム薬理学を適用する臨床研究と検査に関するガイド

ライン」を公表。平成 22 年 12 月 8 日に「PGx 検査

の運用指針の改訂版」(臨床検査医学会，人類遺伝

学会，JCCLS 3団体で改訂し承認)を公表。平成 23 年

2 月，「医療における遺伝学的検査・診断に関する

ガイドライン」が日本医学会から公表された。 

同学院と共催で行っている遺伝子分析科学認定士制

度の更新制度を定め，上級資格名称を一級遺伝子分

析科学認定士とした。 

L．国際委員会 

国際学会(ASCPaLM，WASPaLM)開催，演題登録の広報

を行い，国際学会参加者への助成金への応募を行っ

た。 

M．医療安全委員会 

第 58 回学術集会で行う医療安全委員会主催のシン

ポジウム「感染症の医療安全」を検討した。 

N．検査項目コード委員会 

新規の JLAC10 コードの検討，JCCLS 用語委員会との

合同委員会で，標準検査名称と標準検査法の設定規

則と案を検討し，それぞれを臨床検査医学会の各専

門の先生に意見を求めたうえで，内保連の加盟団体

と臨床化学会，臨床検査専門医会，遺伝子診療学会

にパブリックコメントを求め，最終案のまとめを行

った。 

O．渉外委員会 

学術集会での展示の在り方等について検討を行った。 

P．東日本大震災対策委員会 

日本臨床検査医学会では，3 月 11 日に起った東日本

大震災現在の難局に対応するため，被災地(岩手県，

宮城県，福島県の被災地診療所等)において，医療

の一助となるであろう POC 関連機器の貸与，試薬の

無償提供することを目的に一時的に発足した。 

POC 機器を中心に臨床検査機器の貸与，試薬の無償

提供(寄付)について，会員へのメール，ホームペー

ジで広報し被災地から希望があった場合，企業の協

力を得てニーズに沿った供給を行った。その後，7

月下旬に支援を行った施設に，機器貸与，試薬無償

提供の使用状況の調査を行い，支援目的が達成され

たことを確認し，貸与した機器の返却，希望があれ

ば期限延長して貸与することとした。 

4 月中旬に宮澤幸久理事長，諏訪部章顧問，坂本秀

生委員長が，岩手県陸前高田市の診療所，救護所を

視察し，支援した臨床検査物資が有効利用されては

いたが，臨床検査技師の不足，不在である状況を知

り，岩手県災害医療本部内「いわて災害医療支援ネ

ットワークセンター」よりの当会への正式な臨床検

査技師の派遣要請を受け，兵臨技の協力を得て 4 月

27 日～6 月下旬まで技師の派遣を行った。 

7 月に 5 名の委員が福島(福島医科大学，南相馬市立

病院，おのだ内科，原町中央産婦人科医院)を視察

し，地震，津波による物理的な被害があまり目立な

いものの，放射能汚染物質の影響により，医療職員

への精神的な支援が必要と感じた。 

11 月上旬に被災した宮城沿岸部と東北大学病院を視

察し意見交換会を行った。 
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本活動を通じて得た知見と経験を元に「災害時にお

ける臨床検査支援」に関する提案書を作成し，学会

に提案する予定。 

Q．研修施設・指導者認定委員会 

1 月 1 日，7 月 1 日付での新規申請施設，再認定施

設の，研修施設・指導者についての適否の審査を行

い，審議会に報告した。 

R．受験・更新資格審査委員会 

臨床検査専門医および臨床検査管理医認定試験受験

者の受験資格と，臨床検査専門医の更新資格と関連

事項について審査を行い，審議会に報告した。 

S．試験委員会 

8 月 6 日，7 日実施の臨床検査専門医認定試験内容

などについて検討を行い，臨床検査専門医認定試験

の合否案を試験実行委員会との合同会議で作成し，

本委員会で合否判定を行った。 

T．試験実行委員会 

8 月 6 日，7 日に臨床検査専門医認定試験を実施し

た。 

U．臨床検査専門医制度検討委員会 

臨床検査専門医制度に関る問題点の検討を行った。 

 

2．第 59 回日本臨床検査医学会学術集会報告 

(京都 2012/11/29(木)～12/2(日)) 

(宮澤幸久 理事長) 

2012 年 11 月 29 日(木)～12 月 2 日(日)に，国立京

都国際会館で，一山智会長(京都大)のもと開催され

る予定であることが報告され，一山会長から一言御

挨拶があった。 

 

3．第 60 回日本臨床検査医学会学術集会報告 

(神戸 2013/10/31(木)～11/3(日)) 

(宮澤幸久 理事長) 

2013 年 10 月 31 日(木)～11 月 3 日(日)に，神戸国

際会議場で，茆原順一会長(秋田大)のもと開催され

る予定であることが報告され，一言御挨拶があった。 

 

4．第 12 回 ASCPaLM 報告 

(京都 2012/11/29(木)～12/2(日)) 

(高橋伯夫 第 12 回 ASCPaLM 大会長) 

2012 年 11 月 29 日(木)～12 月 2 日(日)に，国立京

都国際会館で，第 59 回学術集会と同時に開催する

予定であることが報告され，高橋伯夫会長から一言

御挨拶があった。 

 

5．東日本大震災での当会の対応，東日本大震災対

策委員会の設置と活動について 

(宮澤幸久理事長) 

各種委員会活動報告の 1－P．東日本大震災対策委員

会報告のとおりであることが報告された。 

また，当年 3 月 27 日の理事会，定時社員総会で，

当会として支援活動の一環として 1000 万円を義援

金として寄付する提案がなされたが，適切な金額，

学術団体として最も適切な対応は何かと議論がなさ

れ，臨床検査に関係した施設，被災した会員，臨床

検査に関連したものへの支援などが望ましいのでは

ないかということとなり，まず，東日本大震災対策

委員会での機器や試薬の輸送費，交通費など必要に

なったときに支出することを主として，その他，臨

床検査関連で有用で必要な場合に協議したうえで支

出することが承認されたことが報告された。 

 

6．学会賞に関する規定の一部改定について 

(矢冨裕 総務理事) 

①学会賞の「検査・技術賞」の受賞対象者として，

臨床検査技師および衛生検査技師と限定することし

たこと，②「奨励賞」の条件の学術集会での筆頭発

表者を外し，「臨床病理」誌の原著論文の筆頭著者

で優れた業績を示した会員としたこと，③

Bergmeyer-Kawai 賞の副賞の実際の金額を記載した

改定箇所について報告された。 

 

7．臨床検査専門医制度規定の一部改定について 

(村田満 理事) 

1)臨床検査専門医の受験資格の会員歴については，

日本専門医制評価・認定機構の専門医整備指針に則

り，臨床検査専門医規定 2 条，2)の「出願時満 5 年

以上」を「出願時会員」であることとし，会員歴で

はなく 5 年間の研修歴について重視することとなる。

なお， 5 年間の研修には 2 年間の初期臨床研修を含

めることも可とするとした。 

2)専門医更新においいて 65 歳以上の専門医も更新

の単位を取得して更新していただくこととなったた

め，認定更新制度規定 6 条の「なお…65 歳に達した

場合は…別に定める申請方法により資格更新ができ
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る。」を削除することとした。これは，厚生労働省

の担当者から，更新条件を年齢に関らず同条件でな

ければ外形基準を満たさず，専門医を呼称すること

はできないこととなると指摘があったため。 

3)平成 22 年 11 月 13 日改定で，「4．(4)日本臨床

検査医学会が主催または後援する学術講演会でのリ

スクマネージメントに関する講習会に 1 回以上出席

すること。」が追加された。 

この単位について，単位表に B．の項目を追加した。

なお，このリスクマネージメントに関する講習会は，

日本臨床検査医学会と日本臨床検査専門医会が主催

する講習会と限定した。 

4)必須条件の単位を枠外に記載して判り易くした。 

5)2 科目以下の不合格の場合の再試験受験の受験で

きる年数，回数が曖昧だったため「初回受験年度を

含め 5 年度以内に限り…」と判り易く改定した。 

以上の 5 点の改定について報告された。 

 

8．利益相反委員会の設置について 

(宮澤幸久 理事長) 

平成 22 年度に組織することが決定していており，

臨床病理誌上，編集上でも COI に関連する問題がい

くつか発生しており，学会の規定を作成する必要が

急速に高まってきたため，当委員会を設置すること

になり委員長には佐藤尚武先生(順天堂大)にお願い

することが報告された。 

 

9．「全国検査部長・技師長会議に関する取り決

め」について(矢冨裕 総務理事) 

学術集会時に開催する全国検査部長・技師長会議に

ついて，これまで学術集会事務局で案内の通知など

をしていたが継続した事務の申し送りができないこ

と，またリストにない病院などから開催案内を催促

されることもあるため，当会事務局で事務作業を行

い，開催通知は理事長と学術集会長の連名として発

送すること，そして会議に出席する場合は学術集会

への参加登録を必要条件とすることが報告された。 

 

10．その他 

特になし。 

 

 

 

【審議事項】 

1．次期役員について 

A．平成 24・25・26・27 年度 理事長，理事・監事

選挙結果について(宮澤幸久 理事長) 

理事長，理事・監事選挙について，それぞれ，6 月

29 日，9 月 14 日開票の結果， 

理事長として村田満先生が， 

理事としては，米山彰子先生，安東由喜雄先生， 

佐守友博先生，北島勲先生が， 

監事として高木康先生が選出されたことが報告され，

承認された。 

B．副理事長，指名理事，常任理事について 

(宮澤幸久 理事長，村田満 理事) 

副理事長として選挙選出理事の安東由喜雄先生を，

指名理事として矢冨裕先生，尾崎由基男先生，藤田

清貴先生，横田浩充先生を，常任理事として矢冨裕

先生(総務担当)，前川真人先生(会計担当)を選任し

たいことが報告された。なお，指名理事は，当初 2

年とするが理事長の任期内で重任がありうると説明

された。 

これに対して，副理事長について，理事長代行時の

エフォート率に関して心配する意見があったが，問

題ないとの見解が示された。 

次に，当会は病理関係の先生も多く会員におられ，

病理学会との良好な関係のため，病理担当理事が置

かれてきた経緯があるため病理担当理事を選任され

てはいかがかとの意見があった。これに対して，村

田満次期理事長より，然るべき方を選定していきた

いと回答された。 

以上の議論のうえ，副理事長，指名理事，常任理事

について承認された。 

B．平成 24・25 年度支部理事について 

(宮澤幸久 理事長) 

平成 24・25 年度の支部理事は下記の通り，北海道，

東北支部は重任となること，東海・北陸，近畿，九

州各支部は交代となること，関東・甲信越，中国・

四国支部については次回支部総会で決定されるため

来年の定時社員総会で承認を得ることが報告され，

承認された。 

次期支部理事(任期 2 年) 

 北海道支部：渡邉直樹先生(重任) 

 東北支部：賀来満夫先生(重任) 

 関東・甲信越支部：尾崎由基男先生→交代 
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 (2011 年 12 月の支部総会で決定の予定) 

 東海・北陸支部：北島勲先生→和田隆志先生 

 近畿支部：岡部英俊先生→田窪孝行先生 

 中国・四国支部：日野田裕治先生→交代 

 (2012 年 2 月の支部総会で決定の予定) 

 九州支部：山根誠久先生→康東天先生 

 

2．平成 23 年度中間決算報告・平成 24 年度会計予

算案について(村田満 会計理事) 

平成 23 年度中間決算報告について，平成 23 年度予

算を併記し，一般会計(東日本大震災対策費用含)，

特別会計，アジア交流基金，学会賞基金の部門別と

なっている中間までの実績が報告され承認された。 

平成 24 年度予算案については，平成 22 年度決算を

元に検討しており，共催展示会収入については収入

の見込みがないため計上していないこと，ガイドラ

イン作成及び送付費用，名簿作成費用が予算として

計上されていること，諸会費として日本医療安全調

査機構会費負担が増えるためその分増額されている

こと等が報告された。 

平成 24 年度共催展示会収入の見込みがないことに

ついて，学術集会を開催するには必要な財源で，こ

の収入がなければ学術集会が運営できない事態にな

るのではないかとの意見があった。10 月 22 日に開

催された理事会では，第 58 回学術集会の運営資金

に不足が出た場合は，学会から補填をすることにつ

いて意見交換があったことが報告された。また，自

動化学会との共催展示会を，今後，行わない方向で

あれば，この不足分をどのようにしていくのか，当

会独自で展示を行っていくのか，違う方法があるの

かという質問に対して，共催展示会の助成金につい

ては，まだ振興会からの回答を得ていないため，そ

の結果に応じて対応していく予定であること，他の

団体が当会の学術集会に合わせて展示を行う案もあ

るが，まだ不確定であると回答がなされた。このよ

うな状況であれば，安定的に学術集会を運営するた

め，共催展示会からの収入の有無にかかわらず今後

2 年間は特別会計から 1200 万円を学術集会へ補填し

ていくことが承認された。 

特別会計，学会賞基金については，現在，銀行で保

障されている 1 千万円を超える金額が定期預金とし

て預けられているが，リスクを回避するため利息が

付かないが元金が保障される決済預金への預け替え

をする予定であることが報告され承認された。 

なお，平成 22 年度収支決算報告は，3/27(日)に開

催された定時社員総会で承認されており，臨床病理

4 月号に掲載していることが報告された(後頁に掲

載)。 

 

3．平成 23 年度事業中間報告について 

(矢冨裕 総務理事) 

平成 23 年度事業報告があり承認された(後頁に掲

載)。 

 

4．平成 24 年度事業計画(案)について 

(矢冨裕 総務理事) 

平成 24 年度事業計画(案)が提示され承認された(後

頁に掲載)。 

 

5．平成 24 年度からの名誉会員・功労会員・社員

(評議員)の推薦について(高橋伯夫 副理事長) 

名誉会員として，理事会から中原一彦先生， 

熊谷俊一先生，宮澤幸久先生の 3 名の推薦があり承

認された。 

功労会員として，各支部から推薦され理事会で承認

された下記 8 名が推薦され承認された。 

(関東・甲信越支部) 

 大林民典先生，岡田正彦先生，高宮脩先生 

(東海・北陸支部) 

 吉田治義先生 

(近畿支部) 

 朝山均先生，向井正彦先生 

(中国・四国支部) 

 新谷憲治先生 

(九州支部) 

 上平憲先生 

 

各支部から推薦され理事会で承認された下記 15 名

が評議員として提示され承認された。 

(北海道支部) 

 清水力先生 

(関東� 甲信越支部) 

 池田均先生，尾本きよか先生，小谷和彦先生， 

 常川勝彦先生，長嶋洋治先生，春木宏介先生， 

 三橋知明先生，三村邦裕先生，宮島栄治先生， 

� 盛田俊介先生 
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(近畿支部) 

 大倉ひろ枝先生，高倉俊二先生，山崎正晴先生 

(九州支部) 

 橋口昭人先生 

 

6．第 61 回(平成 26 年度 ; 2014 年)学術集会長の推

薦について(宮澤幸久 理事長) 

九州支部からの安東由喜雄先生(熊本大)が推薦され，

承認された。安東由喜雄先生から一言御挨拶があっ

た。 

 

7．東日本大震災 被災者の年会費免除について 

(矢冨裕 総務理事) 

東日本大震災にあたり，被災した会員への支援とし

て，平成 24 年度会費を申請により免除することが

提案され，承認された。 

 

8．その他 

平成 24 年度定時社員総会日程について(矢冨裕 総

務理事) 

平成 24 年 3 月 31 日(土)15 : 30 より，平成 23 年度

に関る定時社員総会を開催予定であることが報告さ

れた。 

 

閉会の挨拶 (高橋伯夫 副理事長) 

高橋伯夫副理事長から閉会の挨拶があり，臨時社員

総会は閉会した。 

 

平成 23 年度  

日本臨床検査医学会総会だより 

日 時：平成 23 年 11 月 18 日(金)14:20～15:20 

場 所：岡山コンベンションセンター3F 

コンベンションホール西(第 1 会場) 

出席数：約 190 名 

 

開会に先立ち，評議員の近藤信一先生(享年 59 歳 : 

2010 年)，小島英明先生(享年 56 歳 2011/4/16)，功

労会員の伊藤機一先生(享年 69 歳 : 2011/8/20)の

逝去を悼み黙祷がなされ，続いて宮澤幸久理事長よ

り挨拶があった。そして，学術集会長の小出典男先

生が議長となって議事を進行した。 

臨時社員総会と同じ内容の報告がなされた。 

その後，表彰式(功労会員顕彰，学会賞受賞式，臨

床検査専門医認定証授与)が執り行われた。 

最後に高橋伯夫副理事長より挨拶があり総会は閉会

した。 
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